
夏咲きぎくの雨よけ栽培における日持ち向上のための栽培管理法

[要約］夏咲きぎくの函圭_塑遥iにおいて、 施肥量、潅水量及び石灰施用等の栽培

管理を適切に行うことにより、 切花の旦造堂が向上する。
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［背景・ねらい］

雨よけ栽培をはじめとするきくの施設栽培は、品質や病害防除等の点から露地栽培と比
較して有利なため、県内において拡大する傾向にある。従来から、露地栽培においては降
雨時の排水不良が切花の品質低下の主たる要因とされてきたが、施設栽培では、定植時の
密植、生育中の潅水不足によると考えられる切花の日持ち低下や花茎の伸長不良等が指摘
されている。そこで、雨よけ栽培において、切花の日持ちや品質に影響する施肥量、仕立

て本数、潅水量及び石灰施用蚤を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①施肥量は、多肥ほど水活け後の葉の萎れや花弁の褐変が増加する。また、窒素、リン酸
カリがそれぞれ30kg/lOaを超えると葉の黄化が早くなることから、施肥量は３要素とも３０

kg/10a以下とする（表１）。

②仕立て本数が40～60本／㎡の範囲では、日持ちに及ぼす仕立て本数の影響は少ない（表
１）。

③潅水量は、定植30日後から切花時まで極端な乾燥を避けるように管理する（土壌ｐＦ値
が1.9～2.1の範囲）と切花長が長くなり、日持ちがよくなる（表２）。

④定植前の土壌ｐＨが低い場合は、炭酸苦土石灰の施用効果が大きい（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①夏咲きぎく産地における品質向上技術として活用する。

②潅水は圃場における作土の深さや保水性、天候等を十分に考慮して適度に行う。

③炭酸苦土石灰は土壌ｐＨが6前後となるように適正量を施用する
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③日持ち日数は、観質価偲Ｚ
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